






















[1982] の ARCH (Autoregressive Conditional Heteroskedasticity) モデルおよびそれを発展
させたモデル（ARCH 型モデルと呼ぶ）であり，もう一つは確率的分散変動 (Stochastic
Volatility) モデルである．
本論文では，渡部 [2000] を参考に ARCH型モデルを紹介し，森棟 [2007] と Hansen et
al. [2012] を参考に Realized Volatility とそれを組み込んだ Realized GARCH モデルを紹介
する．さらに，Balter et al. [2015] を参考に Realized GARCH モデルを多変量に拡張した
多変量 Realized GARCH モデルを紹介し株価のボラティリティを予測する．次に，山下
[2000] を参考に VaR (Value at Risk) を紹介し，最後に期待ショートフォール (Expected
Shortfall) を紹介し，多変量 Realized GARCH モデルを用いた期待ショートフォールの実
証分析を行うことを目的とする．
